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地
域
に
必
要
で
愛
さ
れ
る
高
校
を

学
び
を
止
め
ぬ
取
り
組
み
に
つ
い
て

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
窓
生
の
皆
様
、
新
し
い
年
を
晴
々
し
い

気
持
ち
で
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。
日
頃
か
ら
同
窓
会
活
動
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
少
子
化
等
に
関
連
し
長
野
県
の
第

２
期
公
立
高
校
の
再
編
計
画
も
昨
年
５
月
に

第
３
次
の
最
終
案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。（
詳
細

に
つ
い
て
は
、
別
に
説
明
）

同
窓
会
と
し
て
は
松
代
高
校
の
存
続
に
向

け
松
代
地
域
各
種
団
体
と
連
携
し
一
昨
年
県

教
委
へ
の
要
望
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

県
教
委
の
最
終
案
に
よ
り
ま
す
と
商
業
科
は
、

更
級
農
業
高
校
、
屋
代
南
高
校
と
と
も
に
長

野
千
曲
総
合
技
術
新
校
（
仮
称
）
と
し
て
職

業
科
に
統
合
さ
れ
、
松
代
高
校
は
普
通
科
と

し
て
存
続
す
る
事
に
成
り
ま
し
た
。
永
き
に

わ
た
り
商
業
科
・
普
通
科
と
し
て
歴
史
を
築

い
て
き
ま
し
た
高
校
と
し
て
縮
小
さ
れ
る
こ
と

は
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
職
業
科
を
も
つ
県

下
各
通
学
区
の
高
校
を
み
て
も
総
合
技
術
新

高
校
へ
の
統
合
方
針
が
示
さ
れ
少
子
化
が
も

た
ら
す
新
し
い
社
会
に
対
応
し
変
化
に
柔
軟

に
対
応
で
き
る
専
門
教
育
の
必
要
性
か
ら
止

む
を
得
な
い
状
況
か
と
思
い
ま
す
。
普
通
科
は
、

存
続
す
る
わ
け
で
す
が
周
り
に
多
く
あ
る
普

通
科
と
の
違
い
を
明
確
に
し
て
特
徴
あ
る
こ
の

地
域
に
愛
さ
れ
る
松
代
高
校
が
確
立
す
る
こ

と
が
必
要
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し

て
も
入
学
希
望
者
が
こ
こ
数
年
減
少
傾
向
に

あ
り
、
な
ん
と
し
て
も
多
く
の
中
学
卒
業
生

が
松
代
高
校
を
目
指
し
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
す
が
、
同
窓
会
各

支
部
事
業
も
関
東
支
部
、
中
南
信
支
部
の
総

会
が
開
催
さ
れ
、
ま
た
一
般
住
民
、
同
窓
生

を
対
象
に
昨
年
に
続
き
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
も

実
施
し
定
員
を
オ
ー
バ
ー
す
る
人
気
の
講
座

と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
以
前
の

事
業
の
実
施
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

今
お
手
元
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
同
窓
会

報
第
３３
号
も
内
容
豊
富
に
１
月
の
発
行
で
同

窓
生
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
ご
活
躍
の
同
窓
生
の

皆
様
、
同
窓
会
発
展
と
母
校
の
た
め
一
層
の

ご
尽
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
発
展
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

同
窓
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
清
々

し
い
気
持
ち
で
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
存

じ
ま
す
。
本
年
が
す
べ
て
の
皆
様
方
に
と
っ
て

幸
多
き
１
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
様
々
な
変
化
へ
の
対

応
が
続
く
中
、
皆
様
に
変
わ
ら
ず
応
援
さ
れ

る
学
校
で
あ
り
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
本
校
で
は
、
本
年
度
の
開
校
記
念

日
に
全
校
完
全
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
試
行
し

て
い
ま
す
。
何
が
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
時
代

で
す
。
今
後
の
一
斉
休
業
を
想
定
し
、
危
機

感
を
抱
い
た
教
務
主
任
を
は
じ
め
と
し
た
本

校
係
ス
タ
ッ
フ
が
発
案
し
、
実
施
に
至
っ
て
い

ま
す
。

当
日
は
特
別
時
間
割
で
、
教
職
員
が
本
校

各
教
室
内
の
配
信
用
カ
メ
ラ
前
で
授
業
を
行

い
、
生
徒
は
自
宅
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
画
面
の
授
業

を
受
け
て
い
ま
す
。
配
信
授
業
は
、
電
子
黒

板
や
普
通
黒
板
で
の
通
常
授
業
を
そ
の
ま
ま

映
す
も
の
、
自
作
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
提
示

し
な
が
ら
進
め
る
も
の
な
ど
、
様
々
な
形
式

を
試
し
て
い
ま
す
。
演
習
問
題
や
課
題
は
生

徒
個
々
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
一
斉
配
信
し
、
仮
想

空
間
内
で
提
出
・
添
削
・
返
却
を
し
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
文
科
省
に
よ
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
事
業
と
い
う
も
の
を
ご
存
じ
で

し
ょ
う
か
（
通
信
速
度
の
「
ギ
ガ
」
で
は
あ

り
ま
せ
ん
）。
こ
れ
はGlobal and Innovation 

Gate for All

（
す
べ
て
の
児
童
・
生
徒
に
グ

ロ
ー
バ
ル
で
革
新
的
な
扉
を
）
と
銘
打
っ
た
Ｉ

Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
事
業
で
す
。
当
初
５
年
間
程

度
で
整
備
予
定
で
あ
っ
た
本
事
業
に
よ
る
校

内
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
環
境
整
備
と
１
人
１
台
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
整
備
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
の
学

校
一
斉
臨
時
休
業
の
中
で
急
務
と
な
り
ま
し

た
。
学
校
や
業
者
が
休
日
や
深
夜
に
ま
で
及

ぶ
厳
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
対
応
し
、
１
年
間

と
い
う
短
期
間
で
全
県
高
校
の
整
備
が
完
了

し
て
い
ま
す
。
お
か
げ
で
こ
の
度
試
行
し
た
よ

う
な
授
業
配
信
が
全
県
ど
こ
で
も
可
能
と
な

っ
て
い
ま
す
。
再
び
高
校
が
一
斉
休
業
と
な
っ

て
も
、
生
徒
の
学
び
の
機
会
を
止
め
る
こ
と

は
な
い
で
し
ょ
う
。
前
任
校
で
は
海
外
の
高
校

と
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

利
用
方
法
は
さ
ら
に
広
が
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
学
び
を
止
め
ぬ
こ
と
を
第
一
義
に
懸

命
に
取
り
組
み
、
先
進
的
な
環
境
は
ほ
ぼ
整

え
ま
し
た
。
そ
れ
を
十
分
に
活
用
で
き
る
か
は
、

生
徒
個
々
の
姿
勢
次
第
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の

臨
時
休
業
中
、
子
供
た
ち
は
家
庭
や
地
域
の

中
で
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
も
含
む
大
人
た
ち

の
働
き
方
や
姿
勢
を
目
の
当
た
り
に
し
、
自

律
的
に
働
く
こ
と
（
学
ぶ
こ
と
）
を
学
び
取
っ

た
は
ず
で
す
。「
混
乱
の
中
で
社
会
全
体
が
子

供
た
ち
を
ど
う
育
て
た
か
」
は
こ
の
後
の
社

会
に
あ
ら
わ
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
松
代
高
校
同
窓
会

の
更
な
る
ご
発
展
と
皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念

し
ま
し
て
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

同
窓
会
長

　

細
川　

隆
男

校
長

　

藤
澤　

由
夏

会
報
発
行

会
費
納
入
者
へ
の
郵
送
に
変
更

会
報
発
行

会
費
納
入
者
へ
の
郵
送
に
変
更
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同
窓
会
の
令
和
３
年
度
の
事
業
・
決
算
は
、
３
ペ
ー
ジ
に

記
載
の
通
り
で
す
。

同
窓
会
運
営
の
主
た
る
収
入
源
は
、
次
の
通
り
で
す
。

① 

同
窓
生
の
年
会
費
２
千
円

② 

卒
業
す
る
生
徒
か
ら
の
同
窓
会
費
の
前
納
金
３
年
分

③ 

入
学
時
に
新
入
生
か
ら
の
入
会
金

 

近
年
は
、
同
窓
生
か
ら
の
会
費
納
入
も
少
な
く
会
の
財
政

も
厳
し
い
折
、
財
政
の
健
全
化
に
努
め
経
費
の
削
減
を
図
っ

て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
、
従
来
か
ら
同
窓
会
報
は
情
報
提

供
の
一
環
と
し
て
年
会
費
納
入
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
全
同
窓

生
に
年
１
回
発
行
し
発
送
し
て
い
ま
す
。

同
窓
生
か
ら
の
年
会
費
納
入
が
減
少
し
て
い
る
中
、
こ
の

ま
ま
推
移
し
ま
す
と
会
の
運
営
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
た
め
支

出
を
見
直
す
中
で
、
会
報
の
発
行
に
つ
い
て
今
年
度
の
定
時

総
会
に
お
い
て
令
和
５
年
度
か
ら
会
報
の
送
付
は
過
去
５
年

間
に
会
費
の
納
入
実
績
の
あ
る
同
窓
生
に
対
し
行
う
こ
と
に

決
議
し
ま
し
た
。

会
報
発
行
に
関
わ
る
費
用
は
、同
窓
生
約
１
万
３
千
名（
物

故
者
・
住
所
不
明
者
除
く
）
に
発
送
し
そ
の
費
用
は
、
郵
送

費
を
含
め
約
２
２
０
万
円
か
か
り
、
支
出
に
占
め
る
割
合
は
、

７０
％
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
令
和
５
年
度
か
ら
の
会

報
発
行
費
が
約
１
０
０
万
円
以
上
削
減
さ
れ
る
見
通
し
で
す
。

同
窓
生
の
皆
様
、
是
非
年
会
費
２
千
円
の
納
入
を
お
願
い

し
ま
す
。

今
後
の
状
況
に
よ
り
財
政
状
況
が
改
善
さ
れ
全
同
窓
生
の

皆
様
に
会
報
を
お
届
け
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。



　

令
和
４
年
度
の
同
窓
会
定
期
総
会
は
、
６
月
４
日
サ

ン
ホ
ー
ル
マ
ツ
シ
ロ
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

も
新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
県
内
の
会
員
の
み
で
、
理
事
会

を
兼
ね
て
の
開
催
に
な
り
、
当
日
は
マ
ス
ク
着
用
、
受

付
で
の
検
温
、
手
指
の
消
毒
実
施
に
よ
り
、
総
会
が
も

た
れ
ま
し
た
。

　

浅
川
副
会
長
の
開
会
の
こ
と
ば
に
続
き
、
会
員
物
故

者
へ
の
追
悼
の
黙
祷
を
行
い
、
高
村
副
会
長
に
よ
る
ご
来

賓
、
学
校
長
藤
澤
由
夏
様
、
事
務
長
西
澤
み
よ
子
様
、

元
会
長
和
田
榮
一
様
、
前
会
長
青
木
邦
一
様
の
紹
介
が

さ
れ
ま
し
た
。

　

細
川
会
長
、
藤
澤
学
校
長
様
に
ご
挨
拶
を
頂
き
、
細

川
会
長
が
議
長
席
に
着
き
総
会
の
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

総
会
に
お
い
て
は
、
同
窓
会
及
び
特
別
会
計
の
松
高
教

育
振
興
会
の
令
和
３
年
度
の
事
業
報
告
・
収
支
決
算
報

告
・
監
査
報
告
、
令
和
４
年
度
の
事
業
計
画
・
収
支
予

算
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
会
報

発
行
に
関
わ
る
一
部
変
更
（
案
）
の
議
案
及
び
役
員
改

選
に
つ
い
て
は
全
員
再
選
に
よ
る
こ
と
に
つ
い
て
も
そ
れ

ぞ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

以
上
で
議
事
が

無
事
終
了
し
、
牧

野
副
会
長
の
閉
会

の
こ
と
ば
に
て
令

和
４
年
度
の
定
期

総
会
は
終
了
し
ま

し
た
。

　

今
年
も
懇
親
会

は
中
止
と
な
り
ま

し
た
が
、
来
年
こ
そ

は
通
常
通
り
の
総

会
と
懇
親
会
が
で

き
る
こ
と
を
願
い
、

会
場
を
後
に
し
ま

し
た
。

令和３年度　松代高等学校同窓会決算書 令和３年度　松高教育振興会決算書5,523,657

令和３年４月1日～令和４年３月31日 令和３年４月1日～令和４年３月31日
3,661,040
1,862,617

6,176,272
1,438,556
4,737,716

1,532,970
1,600,000
1,290,000
815,000

0
0

500
5,238,470

120,000
100,000
370,000
170,000
2,200,000
100,000
100,000
150,000
70,000
40,000
50,000
15,000
30,000
500,000
1,223,470
5,238,470

38,520
11,453
374,600
140,000
2,186,934
115,500
105,578
128,414

0
21,419

0
14,277
24,345
500,000

0
3,661,040

△ 81,480
△ 88,547
4,600

△ 30,000
△ 13,066
15,500
5,578

△ 21,586
△ 70,000
△18,581
△ 50, 000
△ 723
△5,655

0
△ 1,223,470
△ 1,577,430

1,532,970
1,490,858
1,280,000
800,000
22,000
397,038
791

5,523,657

2,175,302
0

5,000
2,180,302

500,000
100,000
50,000
150,000
100,000
50,000
50,000
50,000

0
50,000

1,080,302
2,180,302

403,960
100,000
48,000
39,128
93,808

0
0

3,660
750,000

0
4,737,716
6,176,272

△ 96,040
0

△ 2,000
△ 110,872
△ 6,192
△ 50,000
△ 50,000
△ 46,340
750,000
△50,000
3,657,414
3,995,970

2,175,302
4,000,000

970
6,176,272

0
4,000,000
△ 4,030
3,995,970

0
△ 109,142
△10,000
△ 15,000
22,000
397,038
291

285,187

繰越金
同窓会費
入会金
同窓会費前納費
寄附金
支部活動繰入金
雑収入

前年度繰越金
定期預金解約
雑収入

収入総額
支出総額

次年度繰越金

収入総額
支出総額
差引残高

総会費
会議費
本部活動費
支部運営補助
会報発行費
慶弔費
記念品代
通信費
旅費
消耗品費
同級会補助費
水道光熱費
雑費
別途積立金
予備費

前年度繰越金
797件（振込手数料を除く）郵便344件・コンビニ453件・現金3件
127名×10,000円（令和３年度入学生） 過年度入会金10,000円
令和3年度卒業生5,000円×160人（3年分）
同窓生物故者家族より
関西支部活動停止に伴う残金繰入
配当・利息他

預金利息

定期総会
役員会等
名簿管理費、高校見学者手土産等
４支部活動運営費補助
会報印刷費、宛名印字封入、郵送代
転退職職員御餞別等
卒業証書筒代
電話使用料、ハガキ、切手等
　
プリンターインク代等事務用消耗品

松濤館年間水道光熱費
貸金庫費、書籍代等
別途積立金会計繰出し

奨学金給付（11名）
学習支援（松濤塾）
北信越・全国大会出場
開校記念講演
パソコン講習会

役員会補助
役員会旅費
松高カレー製作費用

5,000,000

22,004,036円
△4,000,000円

544円
18,004,580円

5,500,000
500,000

育英事業
学力向上事業支援
クラブ振興費
学術・文化振興費
産業教育振興費
教育研究助成
会議費
旅費交通費
貸付金
雑費
次年度繰越金

注）令和3年度別途積立金

令
和
４
年
度

定
期
総
会
開
催
さ
れ
る

この決算書は監査の結果、正確かつ適正に
処理されていたことをご報告いたします。

令和 ４ 年 4 月 21日

監事　飯島　裕一
監事　岸本　敏子

（定期預金）

令和３年度　松代高等学校同窓会事業報告書

摘　　　要年月日
３ 4

5

6

7
8

10
11

12

1

2

3

年月日

４

摘　　　要
松代高校の存続を願う会　県教育委員会へ高校存続要請書提出
本部正副会長会議開催
中南信支部総会（新型コロナウイルス感染防止のため中止）
第１回編集委員会開催
松高カレー製造に関わる貸付金契約締結
第２回編集委員会開催
第３回編集委員会開催
野球部OB会総会出席
第４回編集委員会開催
第５回編集委員会開催
同窓会報第３２号発行
本部正副会長会議開催
本部正副会長会議開催
同窓会入会式・努力奨励賞表彰（新型コロナウイルス感染防止のため規模縮小にて実施）
令和３年度卒業式（新型コロナウイルス感染防止のため規模縮小にて実施）　　　　　　　　　　　　　　　　
転退職職員お餞別贈呈　

入学式（新型コロナウイルス感染防止のため規模縮小にて実施）
高校の将来像を考える会正副委員長会議開催
理事会開催
本部正副会長会議開催
会計監査
関東支部総会 （新型コロナウイルス感染防止のため中止）
高校存続について松代地区住民自治協議会会長との懇談
旧４通学区地域協議会座長との懇談
常任理事会開催
松代地区住民自治協議会総務運営委員会にて高校存続の件説明
本部正副会長会議開催
第１回松代高校の存続を願う会開催
令和３年度定時総会開催
第２回松代高校の存続を願う会開催
第３回松代高校の存続を願う会開催
高校と将来像を考える正副委員長との会議開催
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関
東
支
部　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
第
７
波
感
染
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
年
ぶ
り
に
定
時
総
会
を
開
催
！

東
海
支
部

松
代
高
校
同
窓
会
東
海
支
部
の
活
動
に
つ
い
て

東
海
支
部　

宮
下　

哲
（
昭
和
36
年
卒
）

東
海
支
部
の
役
員
を
担
当
し
て
か
ら
１１
年
に
な
り
ま

す
が
、
昭
和
３６
年
学
校
を
卒
業
し
て
か
ら
６０
数
年
経
ち

ま
し
た
。
当
初
の
支
部
は
、
東
海
銀
行
の
人
ば
か
り
で

話
題
は
銀
行
の
話
ば
か
り
で
し
た
。
銀
行
に
勤
務
し
て

い
る
為
に
転
勤
が
多
く
、
あ
ま
り
参
加
出
来
ず
数
年
た

ち
松
代
高
等
学
校
１
０
０
周
年
記
念
の
時
を
機
に
現
在

の
役
員
を
授
か
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
思
い
出
は
、

野
球
部
が
長
野
県
代
表
で
甲
子
園
に
出
場
し
た
こ
と
で

し
た
。
東
海
支
部
で
応
援
団
を
結
成
し
２８
人
の
参
加
が

あ
り
活
動
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
が
東
海
支
部
唯
一
の

活
動
で
し
た
。
後
は
コ
ロ
ナ
感
染
の
た
め
活
動
が
で
き

な
い
年
が
続
き
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

私
事
で
す
が
５
月
に
脳

梗
塞
と
な
り
病
院
へ
入
院

し
ま
し
た
。
だ
い
ぶ
良
く

な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今

は
以
前
の
よ
う
に
活
動
は

で
き
ま
せ
ん
が
力
の
限
り

務
め
て
ま
い
り
ま
す
。

定
時
総
会
開
催
に
至
る
経
過
は
次
の
通
り
で
す
。
令

和
４
年
度
関
東
支
部
同
窓
会
報
（
４
月
１
日
発
行
）
の

３
月
１
日
発
送
時
点
で
は
、
定
時
総
会
を
４
月
２４
日
開

催
と
案
内
い
た
し
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
感
染
状
況
に
鑑
み

て
、
４
月
開
催
は
終
息
の
目
処
が
立
た
な
い
と
予
想
し
、

開
催
日
を
７
月
２３
日
開
催
に
修
正
の
上
、
別
刷
に
し
て

封
入
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
感
染
者
数
が
増
加
し
て
き
た
開

催
の
１
週
間
前
、
執
行
部
（
正
副
支
部
長
）
で
協
議
し

た
結
果
、
東
京
都
か
ら
「
ま
ん
え
ん
防
止
条
例
」
が
発

令
さ
れ
な
い
限
り
、
出
席
人
員
が
大
幅
に
減
少
し
て
も
開

催
す
る
意
思
決
定
を
し
ま
し
た
。
但
し
、
ご
来
賓
の
学

校
長
、
同
窓
会
本
部
の
正
副
会
長
に
つ
い
て
は
、
空
気
の

澄
ん
だ
信
州
か
ら
上
京
さ
れ
、
万
が
一
の
感
染
を
回
避
す

る
観
点
か
ら
、
同
窓
会
長
に
ご
出
席
の
自
粛
を
お
願
い
い

た
し
ま
し
た
。

７
月
２３
日
開
催
日
当

日
は
２６
名
出
席
（
３
年

前
比
較
▲
５９
名
）、
決
算

報
告
、
予
算
案
の
審
議

を
行
い
満
場
一
致
に
て
決

議
し
ま
し
た
。
懇
親
会
で

は
少
人
数
で
し
た
が
、
家

族
的
な
雰
囲
気
で
「
飲

み
放
題
」
の
美
味
し
い
酒

を
各
自
テ
ー
ブ
ル
に
持
ち

寄
り
懇
親
。
笑
顔
と
笑

声
に
包
ま
れ
な
が
ら
無
事

閉
会
し
ま
し
た
。

関
東
支
部
長　

山
岸　

喜
昭
（
昭
和
４３
年
卒
）

支  部  だ  よ  り

2023 年（令和5年）1月10日 (4)第33 号

松代高等学校同窓会役員名簿 【任期　令和4年4月1日～令和6年3月31日】

役 職 名
顧　　　問

〃
〃
〃

会　　　長
副　会　長
〃
〃
〃
〃

監　　　事
〃

常 任 理 事
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

役 職 名
常 任 理 事
理　　 事
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

氏      名
宮下　　哲
西村　和夫
西村　　功
荒川　慶明
山崎　陽一
宮澤　徳治
中沢　健治
宮坂　文雄
野田　義正
倉島　一喜
広瀬　　清
片桐　佳俊
若林　義久
春原　秀光
（宮島　信明）
塚田　一敏
神戸　久雄
（荒井　　進）
（小林　春元）
福島　修一
内田美喜男
小山　忠房
（北澤　光男）
倉田　　厚

氏　名
和田　榮一
青木　邦一
藤澤　由夏
河野　健一
細川　隆男
倉田　博憲
浅川　民枝
高村　秋光
松林　正順
牧野恵美子
飯島　裕一
岸本　敏子
坂本　忠雄
畑　 　岩夫
竹内　正明
宮島　信明
荒井　　進
小林　春元
大日方　明
北澤　光男
宮川　好正
久保田　武
伊藤　淑郎
山岸　喜昭

卒業年
３１年
３８年

４３年
４３年
４７年
４６年
５２年
４７年
５０年
４５年
３８年
３９年
３５年
４０年
３５年
３６年
４３年
４３年
４４年
４９年
４３年
４３年

卒業年
３６年
４３年
３９年
３９年
４３年
４５年
４３年
４３年
３９年
４２年
４４年
３６年
２９年
３９年
４０年
３６年
３８年
３５年
３６年
４６年
４７年
５０年
４３年
５４年

選 出 母 体
元同窓会長
前同窓会長
学　校　長
教　　　頭
本 部 役 員

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

松代支部
松代支部（松代東ブロック）
松代支部（東条川東ブロック）

千曲・坂城支部
篠ノ井支部

篠ノ井支部 ( 篠ノ井西ブロック）
川中島支部
更北支部
長野支部

須高・山ノ内支部
中南信支部
関東支部

選 出 母 体
東海支部
松代ブロック
松代東ブロック
松代西ブロック
松代南ブロック
松代北ブロック
東条川東ブロック
東条川西ブロック
西条ブロック
豊栄ブロック
清野ブロック
寺尾ブロック
屋代粟佐ブロック
五加ブロック

千曲・坂城ブロック
稲荷山八幡ブロック
倉科・森・雨宮ブロック
篠ノ井東ブロック
篠ノ井西ブロック
川中島東ブロック
川中島西ブロック
川中島南北ブロック
更北支部ブロック
青木島ブロック



中
南
信
支
部

３
年
ぶ
り
の
支
部
総
会

松
代
支
部
　
　

コ
ロ
ナ
禍
中
３
年
振
り
総
会
開
催

第33号(5) 2023 年（令和5年）1月10日

再
編
計
画
案

状
況
に
よ
り
下
高
井
の

飯
山
の
分
校
化

中
野
総
合
学
科
高
校
に

統
合

須
坂
新
校
に
統
合

長
野
東
ス
ー
パ
ー
フ
レ
ッ

ク
ス
高
校
に
統
合

定
時
制
を
普
通
科
に
転

換長
野
千
曲
総
合
技
術
新

校
（
農･

商･

家･

Ｉ
Ｔ
）

松
代
高
校
（
普
通
）

現
在
校

飯
山
高
校

下
高
井
農
林
高
校

中
野
立
志
舘
高
校

中
野
西
高
校

須
坂
東
高
校

須
坂
創
成
高
校

長
野
東
高
校

長
野
吉
田
戸
隠
分
校･

長

野･

長
野
商
業･

長
野
西
の

定
時
通
信

長
野
工
業
高
校
定
時
制

更
級
農
業
高
校

松
代
高
校
（
普
・
商
）

屋
代
南
高
校
（
普･

家
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
南
信
支
部
長　

伊
藤　

淑
郎
（
昭
和
４３
年
卒
）

第
１８
回
中
南
信
支
部
総
会
を
令
和
４
年
８
月
２８
日
に
同
窓
会
本
部
よ
り
細
川
会
長
様
、
倉
田
副
会
長
様
を

お
招
き
し
て
、
深
志
神
社
・
梅
風
閣
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
も
あ
っ
て
、
例
年
よ
り
は
少

な
く
１２
名
の
参
加
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
３
年
ぶ
り
の
支
部
総
会
で
の
再
会
を
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
総
会

で
は
、令
和
元
年
〜
３
年
度
ま
で
の
事
業
報
告
、会
計
報
告
、令
和
４
年
度
の
事
業
計
画
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

細
川
会
長
様
か
ら
は
、
県
の
高
校
再
編
案
な
ど
に
つ
い
て
も
ご
挨
拶
で
触
れ
て
い
た
だ
き
、
母
校
の
存
続
に

ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
当
支
部

で
は
、
会
員
が
自
分
の
や
っ
て
き
た
こ
と
な
ど
を
講
演
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
恒
例
に
な
っ
て
お
り
、今
年
度
は
、前
支
部
長
の
中
村
さ
ん
の
講
演
「
善

光
寺
街
道
を
歩
く
」
を
拝
聴
し
ま
し
た
。
中
村
さ
ん
が
撮
影
さ
れ
た
動
画

を
見
な
が
ら
、中
山
道
か
ら
の
分
岐
点
、洗
馬
宿
か
ら
善
光
寺
宿
ま
で
１３
宿
、

８０
キ
ロ
を
６
日
間
か
け
て
単
独
で
歩
い
た
軌
跡
に
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。

こ
ん
な
近
く
に
い
な
が
ら
、
全
く
知
ら
な
い
史
跡
や
風
景
、
当
時
の
人
々

が
ど
ん
な
思
い
で
善
光
寺
を
目
指
し
た
の
か
な
ど
と
て
も
興
味
深
い
内
容

で
し
た
。
懇
親
会
で
は
、
参
加
者
全
員
が
近
況
を
か
ね
た
自
己
紹
介
を
し
、

よ
り
懇
親
が
深
め
ら
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
ま
た
、
役
員
改
選
案
も
承

認
さ
れ
、９
月
１
日
よ
り
新
役
員
の
任
期
（
２
年
）
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

新
役
員
を
代
表
し
て
皆
様
方
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
、
中
南

信
支
部
の
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

                  
     

松
代
支
部
長　

坂
本　

忠
雄
（
昭
和
３８
年
卒
）

　

コ
ロ
ナ
禍
に
苛
ま
さ
れ
て
来
ま
し
た
が
、
７
月
２６
日
に
本
部
よ
り
青
木
邦
一
前
会
長
、
細
川
隆
男
会
長
、

倉
田
博
憲
副
会
長
、
学
校
よ
り
小
林
浩
先
生
、
松
野
淳
先
生
方
の
来
賓
の
ご
列
席
を
賜
り
、
定
鑑
堂
に
於
い

て
２０
名
の
参
加
で
開
催
致
し
ま
し
た
。
総
会
開
催
案
内
郵
送
後
７
月
中
旬
頃
よ
り
、
第
７
波
の
感
染
が
増
大

し
中
止
を
検
討
し
ま
し
た
が
、
出
欠
締
切
日
の
間
際
に
な
り
出
席
の
ハ
ガ
キ
が
続
々
届
き
、
背
中
を
押
さ
れ

た
格
好
で
開
催
を
強
行
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
来
賓
、
新
旧
役
員
、
出
席
者
の
紹
介
に
始
ま
り
、
活
動
報
告
と
会
計
報
告
の
承
認
を
頂
き
、
同
窓
会

報
等
の
経
費
削
減
の
一
環
と
し
て
、
支
部
会
員
約
２
９
０
０
の
名
簿
か
ら

物
故
者
の
添
削
を
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
役
員
に
お
願
い
し
た
り
、
マ
レ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
部
会
員
に
も
大
会
の
折
に
協
力
し
て
頂
き
、
約
７０
名
の
抽
出
削
除

が
出
来
ま
し
た
。

　

会
長
は
じ
め
学
校
事
務
局
の
先
生
か
ら
、
第
２
期
高
校
再
編
整
備
計
画

が
具
体
化
し
、
母
校
は
普
通
科
だ
け
存
続
し
商
業
科
は
屋
代
南
、
更
級
農

業
の
３
校
が
総
合
技
術
新
校
と
し
て
、
発
足
す
る
案
が
提
示
さ
れ
て
い
る

と
説
明
が
あ
り
、
身
近
に
も
少
子
化
の
波
が
押
し
寄
せ
て
き
て
い
る
と
痛

感
し
ま
し
た
。
久
し
振
り
の
総
会
も
１
時
間
程
で
終
り
集
合
写
真
の
後
、

懇
親
会
は
マ
ス
ク
使
用
の
飲
食
に
な
り
ま
し
た
が
、
長
野
市
の
「
推
し
店

飲
食
店
プ
ラ
チ
ナ
チ
ケ
ッ
ト
」
の
格
安
商
品
券
を
利
用
さ
せ
て
頂
き
、
２

時
間
程
親
睦
を
深
め
る
事
が
出
来
、
コ
ロ
ナ
禍
の
１
日
も
早
い
終
息
を
願

い
な
が
ら
散
会
し
ま
し
た
。

高
校
再
編
と
松
高
へ
の
影
響

幅
に
定
員
割
れ
を
し
て
い
ま
す
。
松
代
高
校
も
、
大
幅

な
定
員
割
れ
の
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
高
校
再
編
に
と
も
な
う
、
松
代
高
校
へ
の
影

響
を
考
え
て
み
ま
す
。

　

ま
ず
、
長
野
千
曲
総
合
技
術
新
校
は
、
農
業
・
商

業
・
家
庭
科
に
Ｉ
Ｔ
系
の
学
科
を
く
わ
え
た
総
合
職
業

校
と
な
り
、
学
科
間
の
教
科
目
の
相
互
履
修
も
図
ら
れ

る
よ
う
で
す
。
交
通
の
利
便
性
と
、
教
科
の
融
通
性
を

考
え
る
と
、
単
科
の
職
業
高
校
よ
り
は
入
学
希
望
者
の

増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

長
野
東
高
校
に
新
設
さ
れ
る
ス
ー
パ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
高

校
は
、そ
の
名
の
通
り
、就
学
時
間
と
教
科
目
の
選
択
に
、

大
幅
に
融
通
性
を
持
た
せ
た
学
校
に
な
り
ま
す
。
午
前

･

午
後･

夜
間
の
定
時
制
と
通
信
制
の
単
位
制
高
校
で

す
。午
前
の
定
時
制
は
３
年
制
で
、全
日
制
と
同
じ
で
す
。

他
は
４
年
制
で
す
が
、
相
互
に
教
科
目
の
履
修
が
で
き

る
の
で
、
文
科
省
の
高
校
卒
業
要
件
の
７４
単
位
は
取
得

で
き
、
３
年
卒
業
は
十
分
可
能
で
す
。
通
学
も
便
利
に

な
り
ま
す
。
学
校
の
持
つ
広
域
性
・
交
通
機
関
の
不
便

性･

有
職
者
の
就
学
な
ど
を
考
え
る
と
、
自
動
車
や
バ

イ
ク
の
通
学
が
可
能
と
な
る
で
し
ょ
う
。
旧
４
通
か
ら

の
通
学
が
可
能
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
長
野
千
曲
総
合
技
術
高
校
と
長
野
東
ス

ー
パ
ー
フ
レ
ッ
ク
ス
高
校
は
、
修
学
科
目
の
多
様
性･

単

位
取
得
の
融
通
性･

交
通
の
利
便
性･

通
学
費
用
の
経
済

性
な
ど
、
多
く
の
魅
力
に
富
ん
で
お
り
、
多
く
の
生
徒

を
惹
き
つ
け
、
他
校
の
募
集
定
員
へ
の
影
響
が
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

残
念
な
が
ら
松
代
高
校
は
、
こ
こ
数
年
、
大
幅
な
定

員
割
れ
の
状
況
で
す
。
県
教
委
は
、
地
域
高
校
の
独
立

性
を
重
視
す
る
方
向
の
よ
う
で
す
が
、
少
子
化
と
高
校

再
編
の
影
響
な
ど
に
よ
り
、
大
幅
な
定
員
割
れ
の
状
況

が
続
く
と
、
統
廃
合
や
分
校
化
の
現
実
性
は
高
い
と
い

え
ま
す
。

　

魅
力
あ
る
学
校
作
り
は
一
朝
一
夕
に
は
い
き
ま
せ
ん

が
、
実
施
可
能
な
方
策
を
と
り
、
地
道
な
失
地
回
復
の

努
力
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

高
校
再
編
と
松
高
へ
の
影
響

夫
婦
２
人
に
対
し
て
出
生
率
は
１
．
３
人
で
、
人
口

は
減
少
の
一
途
で
す
。

　

長
野
県
の
中
学
卒
業
者
数
も
、
今
年
’２２
年
（
Ｒ
４
）

か
ら
’３０
年
（
Ｒ
１２
）
の
８
年
間
に
、
約
２
３
０
０
人

が
減
少
し
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
長
野
県
教
育
委
員
会
は
、

高
校
再
編
の
’３０
年
（
Ｒ
１２
）
の
実
施
に
向
け
、
そ
の
計

画
を
発
表
し
ま
し
た
。
北
信
の
高
校
再
編
計
画
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　

旧
第
４
通
学
区
（
篠
ノ
井･

松
代･

屋
代･

坂
城
）
の

中
学
卒
業
者
数
は
、
今
年
’２２
年
（
Ｒ
４
）
の
約
１
８

７
０
人
か
ら
３６
年
（
Ｒ
１８
）
に
は
約
１
２
５
０
人
と
な

り
、
約
６
２
０
人
減
少
し
ま
す
。
ク
ラ
ス
数
に
し
て
約

１５
ク
ラ
ス
減
、
現
在
旧
４
通
は
７
校
で
３１
ク
ラ
ス
で
す

か
ら
、
約
半
分
の
ク
ラ
ス
減
と
な
り
、
学
校
数
に
し
て

３
校
く
ら
い
が
統
廃
合
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
高
校
入
学
者
状
況
を
見
る
と
、
本
年
の
旧
４
通

の
収
容
キ
ャ
パ
は
、
３１
ク
ラ
ス
１
２
４
０
人
に
対
し
て
、

中
学
卒
業
者
は
約
１
８
７
０
人
で
定
員
オ
ー
バ
ー
で
す

が
、
実
際
の
高
校
入
学
合
格
者
は
１
０
７
１
人
と
、
大



進
路
指
導
主
事　

小
野　

陽
子

同
窓
会
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
母
校

の
ご
指
導
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
校
の
昨
年
度
の
進
路
状
況
は
、
四

年
制
大
学
１８
名
（
１１
％
）、
短
期
大
学

２１
名
（
１３
％
）、専
門
学
校
６２
名
（
３９
％
）、

就
職
５０
名
（
３１
％
）、
公
務
員
２
名
（
１
．

３
％
）
で
し
た
。
就
職
に
関
し
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
業
種
に

よ
っ
て
は
求
人
を
控
え
る
企
業
も
あ
り
ま

し
た
が
、
製
造
業
を
中
心
に
求
人
数
が

増
え
て
お
り
、
最
終
的
に
は
希
望
者
全

員
の
内
定
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

進
学
は
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
も
ま
だ

ま
だ
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ
れ
る
こ
と
も
多

く
、
進
学
先
を
決
め
る
た
め
の
情
報
収

集
が
限
ら
れ
る
部
分
も
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
れ
ぞ
れ
が
で
き
る
準
備
を
し
て
受
験
に

臨
み
ま
し
た
。
大
学
や
短
大
は
、
学
校

推
薦
型
選
抜
（
指
定
校
推
薦
・
公
募
制

推
薦
）
や
総
合
型
選
抜
で
の
進
学
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
受
験
で
も
、
学

力
を
問
う
試
験
が
課
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
中
に
は
、
論
文
の
内
容
を
理

解
し
、
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ

う
な
問
題
を
課
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
一
定
レ
ベ
ル
の
学
力
が
身
に
つ
い
て

い
る
と
と
も
に
、
入
学
後
の
意
欲
も
試
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
の

対
応
を
し
て
い
く
必
要
も
あ
り
ま
す
。

今
年
度
の
３
年
生
の
進
路
希
望
状
況

は
表
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
（
１２
月
１

日
現
在
）。
割
合
と
し
て
は
昨
年
度
並
み

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
の
求
人
数

は
製
造
業
を
中
心
に
増
加
し
て
お
り
、

北
信
地
区
で
は
前
年
比
１９
％
増
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
進
学
に
つ
い
て
は
、
総
合

型
選
抜
や
学
校
推
薦
型
選
抜
に
よ
る
合

格
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

同
窓
会
よ
り
ご
支
援
い
た
だ
い
て
い
る

「
松
濤
塾
」
に
関
し
て
は
、
土
日
の
模
擬

試
験
を
は
じ
め
と
し
て
進
路
実
現
に
向

け
て
大
い
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
今
後
も
同
窓
生
の
皆
様
に
は
ご

支
援
、
お
力
添
え
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

今
年
度
の
生
徒
会
活
動
は
、「
明
る
く

元
気
」
を
中
心
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

学
校
行
事
・
学
校
生
活
を
盛
り
上
げ
ら

れ
る
よ
う
、
生
徒
会
全
体
で
模
索
し
、

活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

松
代
高
校
の
生
徒
が
よ
く
評
価
さ
れ

る
点
と
し
て
「
あ
い
さ
つ
を
し
た
ら
返
し

て
く
れ
る
」
と
い
う
も
の
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
日
常
的
に
行
う「
あ
い
さ
つ
」で
す
が
、

や
は
り
笑
顔
で
返
し
て
く
れ
る
と
双
方
と

も
に
気
持
ち
が
良
く
、
素
晴
ら
し
い
習

慣
だ
な
と
感
じ
ま
す
。
今
年
度
は
生
徒

会
役
員
が
東
門
の
前
で
朝
の
挨
拶
を
行

い
ま
し
た
。
最
初
は
小
声
で
返
す
だ
け

だ
っ
た
生
徒
も
、
次
第
に
目
を
見
て
返

し
て
く
れ
た
り
、
会
釈
を
交
わ
し
て
く

れ
た
り
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
も
、
あ

い
さ
つ
を
交
わ
す
こ
と
で
少
し
前
向
き
に

な
れ
る
の
だ
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

松
濤
祭
で
は
保
護
者
限
定
で
公
開
を

す
る
こ
と
が
で
き
、
多
く
の
保
護
者
の
方

に
ご
来
校
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
毎
週
水
曜
に
「
松
高
ラ
ジ
オ
」

と
い
う
初
の
試
み
も
あ
り
、
全
校
の
皆
さ

ん
か
ら
好
評
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

全
校
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
自
己
の
目

標
の
実
現
に
向
け
、
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

３
年
１
組　
山
本　
楓
恋

今
年
も
コ
ロ
ナ
禍
で
の
松
濤
祭
で
し
た

が
、
過
去
２
年
と
は
違
い
、
保
護
者
限

定
公
開
と
い
う
形
で
、
来
場
者
を
迎
え

て
松
濤
祭
を
７
月
８
日（
金
）（
校
内
祭
）・

９
日（
土
）（
一
般
公
開
）に
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
前
例
が
な
く
、
ま

た
様
々
な
制
限
が
あ
る
中
、
そ
れ
で
も

で
き
る
限
り
の
こ
と
を
し
た
い
と
考
え
、

執
行
部
で
話
し
合
い
を
重
ね
ま
し
た
。

先
生
方
と
も
相
談
し
な
が
ら
企
画
を
考

え
、
何
と
か
形
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
当
日
を
迎
え
る
ま
で
上
手
く
い
く

か
ど
う
か
、
心
配
と
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で

し
た
が
、
当
日
は
校
舎
内
が
笑
顔
で
あ

ふ
れ
か
え
っ
て
い
て
、
最
高
の
松
濤
祭
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
大
変
な
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
っ
た
け
ど
、
頑
張
っ
て
よ
か
っ

た
な
と
思
い
ま
し
た
。
こ
ん
な
に
良
い
松

濤
祭
が
で
き
た
の
は
、
全
校
の
皆
さ
ん
や

先
生
方
が
協
力
し
て
く
れ
た
お
か
げ
で

す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

商
業
科
教
諭　
中
村　
恵
美
香

毎
年
商
業
科
で
は
「
地
元
の
素
材
を

生
か
し
た
商
品
開
発
」
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
今
年
度
は
、
商
品
開
発
受
講

者
と
商
業
部
の
生
徒
が
合
同
で
、「
地
元

の
素
材
を
生
か
し
た
商
品
開
発
」
に
加

え
「
健
康
に
意
識
し
た
商
品
開
発
」「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
」
の
３
項
目
を
掲
げ
て
商
品
開

発
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

松
代
町
の
あ
る
平
飼
い
養
鶏
場
の
卵

を
使
用
し
『
プ
リ
ン
』『
フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
』

を
業
者
さ
ん
と
話
し
合
い
を
重
ね
て
商

品
化
し
ま
し
た
。

今
年
は
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
を
講
じ
な

が
ら
、
商
業
を
学
ぶ
県
内
高
校
生
の
合

同
販
売
イ
ベ
ン
ト
「
デ
パ
ー
ト
ゆ
に
っ
と
」

や
文
化
祭
で
販
売
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
ま
た
、
同
窓
会
の
皆
様
に
ご
協

力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す『
松
高
カ
レ
ー
』

も
様
々
な
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
等
で
販
売
活

動
を
し
大
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
松
高
カ
レ
ー“

第
二
弾
“の

企
画
を
進
め
て
い
ま
す
。
ご
期
待
く
だ

さ
い
。
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卒業生徒数
進学

四年制大学 短期大学 各種専修学校

125

62
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34
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72
53
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0
6
3
7
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5
2
3
2
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11
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25

就職
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16
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1
27
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0
2
0
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その他
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0
1
0
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0

商業科
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合　計
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１２月１日現在
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松
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祭

商
品
開
発

進
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況

生
徒
会
長

　
３
年
３
組

　

田
中　

嘉
幸

生
徒
会
の
近
況



令和４年度　クラブ活動大会成績

部
活
動
を
通
じ
て

柔
道
部　

３
年
２
組　

市
川　

虹
色

　

私
は
小
学
校
か
ら
柔
道
を
始
め
、
こ
の
松
代

高
校
に
入
学
し
ま
し
た
。
中
学
校
の
頃
は
部
活

が
な
く
、
高
校
に
入
り
始
め
て
部
活
に
入
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
１
年
生
の
最
初
の
時
に
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
流
行
し
、
満
足
に
練
習
す
る
こ

と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
中
で
ど
う
強

く
な
れ
る
か
を
考
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ

の
為
、
普
通
に
練
習
す
る
よ
り
も
成
長
す
る
こ
と

が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
３
年
生
に
な

り
部
長
を
務
め
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
最
初
は

不
安
で
し
た
が
、
顧
問
の
先
生
や
仲
間
に
支
え

ら
れ
頑
張
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
チ
ー
ム
一
丸

と
な
り
最
後
の
大
会
で
北
信
越
大
会
を
団
体
で

出
場
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
全
員
が
心
を

１
つ
に
し
、
最
後
ま
で
戦

え
ま
し
た
。
柔
道
を
通

し
て
改
め
て
仲
間
の
大
切

さ
を
感
じ
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。北
信
越
大
会

に
出
場
し
た
と
い
う
大
き

な
経
験
を
、こ
の
先
の
人

生
に
活
か
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

美
術
部
　
活
動
報
告２

年
３
組　

宮
坂　

捷
太

　

美
術
部
で
は
、
ア
ク
リ
ル
絵
の
具
や
油
絵
具

を
使
っ
た
絵
画
作
品
を
主
に
制
作
し
て
い
ま
す
。

部
員
１
人
１
人
が
努
力
し
な
が
ら
創
作
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
更
埴
地
区
展
覧
会
、
文
化
祭
で
の

作
品
展
示
が
あ
り
、
１１
月
に
は
北
信
高
校
美
術

展
へ
出
品
し
ま
し
た
。

　

作
品
展
に
向
け
、
今
後
も
絵
を
描
い
て
い
き
、

得
意
な
こ
と
を
突
き
詰

め
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

今
ま
で
や
っ
て
い
な
い
こ

と
に
も
挑
戦
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
日
々
の
部

活
動
を
通
じ
て
美
術
的

能
力
を
向
上
し
た
い
、

そ
れ
が
今
の
目
標
で
す
。

地
域
を
学
ぶ
「
松
代
ブ
ラ
散
歩
」

〜
寺
め
ぐ
り
・
町
内
め
ぐ
り
〜

１
学
年
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
担
当
教
諭

　

松
本　

崇
太
郎

今
年
度
、
１
学
年
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」

の
学
習
で
は
、
松
代
町
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
に
「
松
代
ブ
ラ
散
歩
〜
寺
め
ぐ
り
・

町
内
め
ぐ
り
〜
」
と
い
う
学
年
行
事
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

５
月
12
日（
木
）「
春
の
松
代
ブ
ラ
散
歩
」で
は
、

松
代
町
西
条
に
あ
る
法
泉
寺
・
西
楽
寺
・
清
水

寺
と
い
っ
た
寺
を
め
ぐ
り
ま
し
た
。
特
に
西
楽
寺

で
は
、
松
代
藩
初
代
藩
主
の
真
田
信
之
が
、
若

く
し
て
亡
く
な
っ
た
息
子
の
魂
が
よ
み
が
え
る
こ

と
を
願
い
建
立
し
た
「
御
霊
屋
（
み
た
ま
や
）」

の
内
部
が
特
別
に
公
開
さ
れ
て
お
り
、
４
０
０

年
前
か
ら
残
る
色
鮮
や
か
な
天
井
絵
や
意
匠
を

眺
め
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

９
月
22
日（
木
）「
秋
の
松
代
ブ
ラ
散
歩
」で
は
、

松
代
町
の
町
内
に
あ
る
真
田
家
ゆ
か
り
の
場
所
で

あ
る
真
田
邸
・
文
武
学
校
・
旧
横
田
家
住
宅
・
長

国
寺
を
巡
り
ま
し
た
。
実
際
に
住
居
と
し
て
使

わ
れ
て
い
た
邸
宅
、
柔
術
や
弓
術
、
槍
術
や
学

問
の
鍛
錬
場
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
学
問
所
、
品

物
や
墓
が
残
る
地
を
め
ぐ
る
こ
と
は
、
地
域
の
助

け
を
借
り
地
域
の
支
え
と
な
る
松
代
の
高
校
生

た
ち
に
と
っ
て
良
い
刺
激
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
、
よ
り
一
層
松
代
の
地
と
繋
が
り
、
知

識
を
得
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
最
終
的
に
は
生

徒
自
身
が
動
き
、
松
代
高
校
を
支
え
て
く
だ
さ

る
皆
様
へ
の
恩
返
し
と
し
て
還
元
す
る
こ
と
に
繋

げ
て
い
け
れ
ば
良
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【陸上競技】
＜北信総体＞
山岸 翔空　砲丸投 ９m92　５位　県総体出場
　　　　　 円盤投   29m17　３位 県総体出場
　　　　    やり投   24m69 15位    
宮島 永真　1500m    5分48秒27　   予選敗退
　　　　　 400mH  1分21秒46　   予選敗退　　            
　　　　　 円盤投   15m88    8位   県総体出場
髙橋 恵太　800m    ２分21秒26　　
                   1500ｍ ４分49秒16　   予選敗退
                   円盤投   14m09  17位
＜県総体＞ 
山岸 翔空　砲丸投   ９m77 12位　　
                   円盤投   29m23  10位   
宮島 永真　円盤投   16m01  18位
＜北信新人＞
髙橋 恵太　800m    ２分15秒23　　
                   1500ｍ ４分35秒56　      予選敗退
                   円盤投  16m87 12位
＜県新人＞
山岸 翔空　砲丸投　９m77  12位
                   円盤投   29m23  10位
宮島 永真　円盤投   16m01  18位   
【野球】
春季高校野球北信大会　２回戦　12対13更級農（延長13回）
選手権長野県大会　　 ２回戦 11対14松本深志
秋季高校野球北信大会 １回戦 ４対８　長野工
【バスケットボール】
＜北信総体＞
男子          松代 87‒61 屋代南　 
　　　　　松代 35‒79 長野吉田
女子          松代 79‒29 長野東
　　　　　松代 61‒105 学園長野
【テニス】
＜北信総体＞
男子団体　松代０‒３市立長野
男子個人　小山６‒０小澤（須坂）　　　　　　　　
　　           小山６‒１青木（長野吉田）３回戦進出 
　　　　　小山０‒６宮島（屋代）
　　　　　金児４‒６小栗（長野吉田） 
　　　　　小林０‒６鷲尾（中野西）
ダブルス　金児岸田６‒３小林土屋（立志舘）    
                  小山小林６‒３羽生田玉木（中野西）２回戦進出
　　　　　金児岸田１‒６高相米沢（中野西）
　　　　　小山小林１‒６中島鷲尾（立志館）
女子個人　武１‒６大倉（屋代）
　　　　　伊藤１‒６池田（屋代）　　
　　　　　鈴木０‒６増田（市立長野）  
ダブルス　武鈴木０‒６山崎五十畑（吉田）  
【バレーボール】
＜北信総体＞
男子
１回戦　　松代２‒０下高井農林 
２回戦　　松代０‒２須坂創成
女子
１回戦　　松代０‒２中野立志館
＜R4年度秋季長野市長杯６人制総合バレーボール大会＞
男子

１回戦　松代０‒２篠ノ井
＜第７５回全日本バレーボール高等学校選手権大会
長野県北信地区予選会＞
１回戦　松代２‒０須坂東
３位決定戦　松代０‒２長野工業
＜第６４回須坂市長杯争奪高校男女６人制バレーボ
ール大会＞
１回戦　松代０‒２須坂
３位決定戦　松代２‒０飯山
【柔道】
＜北信総体＞　
男子団体（リーグ戦）　　
１試合目　長野俊英　　　 1‒4　勝ち
２試合目　屋代　　　　　 1‒3　勝ち
３試合目　長野日大　　　 2‒2　分け　　
４試合目　長野工業　　　 3‒2　負け  準優勝
個人戦　
 60㎏級 優勝 藤森友斗　
  ベスト8　 池田幸輝
　　　　　　 　１回戦　        𠮷村翔吾
 66㎏級 ベスト8 猪俣秀
 73㎏級 ３位 小林修斗
 100㎏超級 準優勝 市川虹色
＜県総体＞
男子団体　
１試合目　上田千曲        　0‒5　勝ち
２試合目　松本第一　　　 5‒0　負け 
北信越決定戦　阿　  智　　      0‒5　勝ち5位      
                                                   （北信越出場）
個人
  60㎏級 1回戦　       藤森友斗　池田幸輝
  66㎏級 1回戦　       猪俣秀
         73㎏級 1回戦　       小林修斗　
    100㎏超級 ３位            市川虹色（北信越出場)
＜北信越大会＞
男子団体
１試合目　新潟第一        4‒0　負け
個人　
   100㎏超級 ベスト16          市川虹色
【剣道】
＜北信総体＞
男子団体（トーナメント） 
１試合目　長野西　　 1‒２　勝ち
準々決勝　長野日大　３‒０  負け
順位決定戦　飯山　   ０‒０　代表戦　負け 
７．８位決定戦　長野高専　２‒３　勝ち ７位県大会出場

女子団体（トーナメント）
準々決勝　　屋代　   ４‒１　負け　　　
順位決定戦　長野清泉　０‒１　負け
７．８位決定戦　須坂創成 １‒１ 代表戦　負け 8位県大会出場
男子個人戦  
出場　　宮澤健斗　岩下一也　滝沢伊吹　 飯森槇
　　　　星澤拓歩　米澤登伊　滝沢智輝   
女子個人戦 
出場　　永江菜々実　戸矢崎あい
＜県総体＞
男子団体（トーナメント） 

1回戦　上田西　　２‒０　負け
女子団体（トーナメント） 
1回戦　　篠ノ井　２‒０　負け
＜北信新人＞
男子団体戦（トーナメント）     
準々決勝　長野商業　２‒２　代表戦　負け 
順位決定戦　長野西　２‒２　本数差　負け 
７．８位決定戦  須坂創成 １‒１ 本数差  勝ち ７位県大会出場
男子個人戦
出場　　岩下一也　滝沢伊吹　飯森槇　星澤拓歩　  
　　　　米澤登伊
女子個人戦
出場　    椎名夏菜　坂詰稟
【サッカー】
＜北信総体＞ 
1回戦　松代０ ‒２長野工業
【弓道】
＜北信総体＞  
男子団体　１回戦　３射中　　
　　　　　２回戦　３射中 計６中
女子団体　１回戦　４射中　　
                  ２回戦　４射中 計８中　
男子個人　３年生１名２年生３名計４名が出場
女子個人　３年生４名２年生４名計８名が出場　　
【バドミントン】
＜北信総体＞　
団体
男子予選１回戦　　松代０‒３長野西 
女子予選１回戦　　松代３‒０長野工業高専
　　　　 2  回戦       松代１‒３長野商業
個人ダブルス
男子３ペア出場　　2ペア予選2回戦進出
女子４ペア出場　　3ペア本戦進出
1回戦　荒井・中島　2‒0　更級農業ペア  
2回戦　荒井・中島　0-2　文化学園ペア  
個人シングルス
男子６名出場　　　2人本戦進出
女子６名出場　　　2人本戦進出　1回戦　敗退
【卓球】
＜北信総体＞
団体　松代０‒３　長野高専　敗退
個人　シングルス　
西村　漣　１回戦不戦勝　２回戦０‒３敗退
森山　陽太　１回戦０‒３敗退
新村　晄生　１回戦０‒３敗退
兒玉　丈翔　１回戦０‒３敗退 
【美術】
更埴地区高等学校美術展出品　５月27日～5月31日
松濤祭　作品展示
【書道】
全国書画展覧会運営委員会主催　「第45回ふれあい
書道展」に出品
【商業】
長野県高等学校商業総合競技大会　珠算競技　３位
【ワープロ】
長野県高等学校商業総合競技大会　６位
【簿記】
長野県高等学校商業総合競技大会　4位　

転
入
・
転
退
職
職
員
（
敬
称
略
）

○転入職員
教　科
校　長
国　語

社　会

数　学
理　科
美　術
保　体

商　業

事　務

氏　　　名
青木　修一
松野　哲也
塩本　彰子
栁澤　俊文
小林　まゆみ
望月　ブダイ
野口　秀明
塚田　智彦
山岸　昭善
吉﨑　仁一
宮尾　　仁
川上　佳明
富井　万貴
石坂　美幸
岸田　修一郎
鈴木　夏未
丸山　宏志
岡沢　勝海
山本　紀子
小林　　浩

   　 転出先等
中野立志館（定）
長野・北部
丸子修学館
更級農業
北信教育事務所
長野日大
須坂東
長野
屋代
篠ノ井
長野西
文大長野
筑北中
長野商業
退職
小諸商業
上田千曲
総合ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ更生相談室
長野東
民間企業

○転退職職員
教　科
校　長
国　語

社　会

数　学
理　科
美　術

保　体

英　語

商　業

事　務

氏　　　名
藤澤　由夏
倉島　敏明
原　　昌彦
佐原　智行
増田　　靖
関屋　　輝
小林　　浩
瀧澤　伸子
大野　　茜
平井　準一郎
山岸　哲也
宮本　達也
田中　悦治
畑山　路知子
松野　　淳
荒井　浩志
小松　ひとみ
西澤　みよ子
岡澤　裕美
宮下　　洋

   　 前任校等
諏訪二葉
長野南
更級農業
須坂創成
坂城
新規採用　
長野商業
中野立志館（定）
北部
上田千曲
須坂東
高社中
元長野東
穂高商業
上田千曲
須坂創成
長野商業
池田工業
松代中
篠ノ井犀峡校
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令
和
４
年
２
月
、
前
同
窓

会
長
青
木
邦
一
氏
よ
り
、
母

校
弓
道
部
に
、
弓
一
張
り
・

巻
藁
矢
一
本
・
的
一
つ
が
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。
同
窓
会
と

し
て
も
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

【
弓
道
部
へ
寄
贈
】

令和４年１０月３日（月）から計１０回、松代高校同窓会産業教育事
業の一環としてパソコン講習会が開催されました。コロナ禍の中、今年
は１６名の受講者を迎え、ＥｘｃｅｌとＷｏｒｄの基礎を学習いたしました。
初心者から経験者まで年齢も性別も様 な々方々がそれぞれの課題に一所
懸命取り組んでいただきました。この経験を今後、生活の中に取り入れ
ていただければ幸いです。最終日となった１１月７日（月）には同窓会細
川会長より修了証書を授与していただきました。

パソコン講習会

　

令
和
５
年
の
新
し
い
年
を
迎

え
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は

健
や
か
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と

存
じ
ま
す
。
私
た
ち
編
集
委
員

は
、
同
窓
会
員
の
皆
様
に
こ
の

会
報
を
通
じ
て
、
現
在
の
高
校

の
様
子
や
同
窓
生
の
現
状
な
ど

を
お
届
け
し
、
ご
自
身
の
学
生

時
代
の
思
い
出
や
松
代
町
の
こ

と
な
ど
に
想
い
を
馳
せ
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
編
集
に
た
ず
さ
わ

ら
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

編
集
委
員
の
私
で
す
ら
、
担
当

す
る
ま
で
は
、
ど
こ
か
の
印
刷

屋
に
編
集
も
委
託
し
て
い
る
の

か
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

実
は
初
老
の
私
た
ち
が
硬
く
な

っ
た
頭
を
使
っ
て
行
っ
て
お
り
ま

す
。
来
年
号
に
向
け
て
次
の
編

集
も
始
ま
り
ま
す
。
同
窓
会
費

の
納
入
と
と
も
に
、
ぜ
ひ
、
皆

様
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。
令
和
５
年
も
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〈
編
集
委
員
〉　

松
林　

正
順

　
　
　
　
　
　

  

浅
川　
民
枝

　
　
　
　
　

  　

牧
野
恵
美
子

　
　
　
　
　
　

  

相
澤　

徹
明

　
　
　
　
　

 　

三
田
今
朝
光

　
　
　
　
　

 　

岸
本　

敏
子

〈
事
務
局
〉      

小
林　

浩

編
集
後
記

令和 5年度の同窓会総会は、下記の通り開催いたします。
同窓生の皆様の多数ご参加をお待ちしております。

令和 5年度同窓会総会開催について

令和５年６月３日（土）
「総　　　会」　サンホール・マツシロ　午後３時～
「会員交流会」　午後４時３０分～

開   催   日   時
開催場所・時間

matukou-dousoukai
@dune.ocn.ne.jp

Eメール　：

同級会の助成金を支給しています。支給条件がありますので、
事前に届け出てください。
詳しくはホームページをご覧になるか、同窓会事務局までお問
い合わせください。
一人あたり５００円（１万円を限度に）支給します。

真
田
信
之
松
代
入
部

　
　
４
０
０
年
記
念
事
業
に
つ
い
て

　
　
　
　

４５
年
卒　

三
田　

今
朝
光

松
代
町
は
１
６
２
２
年
に
真
田
信
之
が
信
濃
国
上
田
藩
よ
り
１３
万
石
で
入

部
し
た
後
、
１
６
５
８
年
３
代
幸
道
の
相
続
時
に
、
分
地
の
沼
田
領
３
万
石

が
独
立
、
以
後
十
万
石
と
し
て
幕
末
ま
で
真
田
家
が
十
代
に
わ
た
っ
て
北
信
濃

を
治
め
た
。
令
和
４
年(

２
０
２
２
年
）
は
真
田
信
之
が
松
代
に
入
部
し
て
か

ら
４
０
０
年
の
節
目
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
こ
の
記
念
す
べ
き
年
に
際
し
、
松
代

で
は
年
間
を
通
し
て
数
々
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
文
化
遺

産
や
歴
史
的
ま
ち
な
み
が
色
濃
く
残
る
松
代
町
を
巡
り
、
真
田
家
の
歴
史
を

体
感
で
き
ま
す
。

春
は
善
光
寺
大
本
願
雅
楽
会
と
松
代
雅
楽
会
に
よ
る
雅
楽
演
奏
会
が
５
月

２９
日
（
日
）
松
代
文
化
ホ
ー
ル
に
て
行
わ
れ
、
多
く
の
観
客
が
雅
楽
の
幽
玄
な

響
き
を
堪
能
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
特
別
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
五
ヶ
寺
共
催
で
真

田
家
お
霊
屋
公
開
と
寺
宝
展
を
開
催
、（
長
国
寺
・
大
英
寺
・西
楽
寺
・
林
正
寺
・

大
鋒
寺
）
普
段
は
非
公
開
の
真
田
家
に
関
す
る
貴
重
な
寺
宝
を
合
わ
せ
て
特

別
公
開
さ
れ
大
反
響
で
し
た
。

８
月
に
は
鼓
舞
激
励
響
け
「
和
太
鼓
・
真
夏
の
太
鼓
競
演
」
２
０
２
２
を

松
代
城
二
の
丸
で
６
団
体
が
競
演
開
催
、
お
腹
に
響
く
感
動
に
ひ
た
り
ま
し
た
。

講
演
会
で
は
９
月
１０
日
（
土
）
に
は
大
型
ド
ラ
マ
「
真
田
丸
」
の
時
代
考

証
を
担
当
さ
れ
た
平
山
優
氏
を
お
迎
え
し
て
「
真
田
信
之
と
松
代
」
の
演
題

で
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
真
田
家
研
究
の
第
一
人
者
の
お
話
は
、
内
容
も
濃

く
て
と
て
も
興
味
深
く
聞
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
別
の
講
演
で
は
今
村
翔
吾
氏

が「
今
村
翔
吾
の
ま
つ
り
旅
」と
名
付
け
直
木
賞
の
受
賞
の
お
礼
行
脚
を
行
う
中
、

松
代
に
も
お
寄
り
い
た
だ
き
信
之
へ
の
思
い
を
お
話
し
頂
き
ま
し
た
。

１０
月
８
日
（
日
）
は
「
松
代
藩
真
田
十
万
石
ま
つ
り
」
４
年
ぶ
り
に
真
田

家
十
四
代
当
主
の
馬
上
を
先
頭
に
関
係
者
を
含
め
２
５
０
名
の
豪
華
絢
爛
な

時
代
行
列
が
練
り
歩
き
ま
し
た
。
１１
月
３
日
（
木
）
に
は
松
代
城
跡
と
真
田

邸
庭
園
に
お
い
て
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
松
代
城
跡
の
石
垣
に

真
田
家
の
家
紋
「
六
文
銭
」
が
映
し
出
さ
れ
、
堀
の
水
面
に
映
る
幻
想
的
な

太
鼓
門
や
真
田
邸
庭
園
「
水
心
秋
月
亭
」
と
名
付
け
ら
れ
た
庭
園
も
幻
想
的

に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
、
日
中
と
は
違
っ
た
松
代
城
跡
や
真
田
邸
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
令
和
５
年
３
月
１０
日
（
金
）
〜
１３
日
（
月
）
真
田
信

之
御
霊
屋
落
慶
記
念
特
別
公
開
が
行
わ
れ
ま
す
。
今
回
創
建
当
時
の
姿
に
再

興
さ
れ
た
、
長
国
寺
信
之
御
霊
屋
落
慶
を
記
念
し
て
４
０
０
年
事
業
の
締
め

く
く
り
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
特
別
事
業
と
し
て
、
真
田
信
之
銅
像
建
立
事
業
を
、

信
之
公
が
松
代
の
礎
を
築
い
た
功
績
を
広
く
啓
発
し
、
多
く
の
人
々
に
そ
の
偉

業
を
知
っ
て
頂
く
事
を
目
的
に
、
地

域
を
上
げ
て
信
之
公
像
の
建
立
を
行

い
ま
し
た
。

真
田
信
之
松
代
入
部
４
０
０
年
記

念
事
業
に
か
か
わ
る
こ
と
が
出
来
た

事
に
感
慨
深
い
思
い
が
沸
い
て
来
ま

し
た
。
最
終
月
の
令
和
５
年
３
月
ま

で
４
０
０
年
記
念
事
業
が
成
功
裏
に

終
わ
る
よ
う
に
楽
し
み
な
が
ら
参
加

し
見
守
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　

同窓会活動はみなさま方の会費によってまかなわれ
ております。会報の発行・支部活動助成・母校の学習
やクラブ活動等の支援を実施しております。みなさ
ま方のご理解とご支援をお願い申し上げます。

2023 年（令和5年）1月10日 (8)第33 号


